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「Honey Boo Boo」 自分が一番！という感じ
「アクティブ！！」 自分たちの元気溌剌なところ
「ひと夏のG」 ゴキブリが最後に殺される様子
「セクシー白雪姫と６人の愉快な仲間たち」 セクシーさと明るさを出したい
「パワーパワフルガールズ」 元気で明るくパワフルな感じ
【結果２】ゼロから創るのと既成の振りがあるのとどちらが創りやすいか
● 既成の振りがある方がやりやすい
● ゼロから創る方がやりやすい　　
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ゼロから創る方がいい理由 既成の振りがある方がいい理由
・レベルを自分に合わせることができ
る
・１から創りたい
・最初から創った方が愛着がわく
・たくさん創りたい
・イメージを出し合って振りを考えら
れる
・前半があらかじめあるとイメージを
壊してしまうから全部創りたい
・好きな曲を選びたい
・次のイメージが明確にできる
・時短になってその分後半に工夫がで
きる
・同じ振りから連想すると感じ方やイ
メージが異なって他の人を知れる
・ダンス経験者がいないと創作は難し
い
・既成の振りがあるとそれにをもとに
イメージがわく
・課題があるとグループ内の議論が活
発になる
・ダンス経験のないものにとっては創
作と言われてもまったく見当がつか
ないので振りがある方がいい
・ダンスの知識が増える
まとめ
　今回おこなった学生のアンケートの自由記述の結果によれば、これまで
のゼロから創る形式の創作ダンスの授業では、学生の多くはダンス経験の
なさからくる不安や恥ずかしさから、自由に表現するどころかどのように
動いたら良いかと途方に暮れ、運動的にも物足りなく精神的にも不満が残
るということが分かった。一方現代的なリズムのダンスには魅力を感じ、
実践後にはダンスを一層好きになったという経験を持つものが多かった。
またこの傾向は初心者に顕著に見られるものであり、ダンス経験者は必ず
しもこの限りではなく創作ダンスの「創る」「踊る」「観る」という要素を
楽しんでいることも分かった。
　そこで筆者は、初心者の創作ダンスは難しく、楽しくないものという意識
を変え、現代的なリズムのダンスに感じるような運動的な楽しさを味わい
つつ、創作の楽しさをも体験できるような授業として前半は現代的なリズ
ムのダンス、後半はそれに続く形で創作をするという活動を提案し、３ヶ
月にわたり実践してきた。授業の前後におこなったアンケートによる意識
調査や、発表にいたるまでの活動の様子などから、ダンスの初心者にとっ
高　橋　美穂子
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ては音楽の選択や振付などすべてを任されゼロから創る活動よりも、一定
の振付を習得すべき課題として与え、そこからイメージを膨らませて創作
する活動の方が楽しさを感じやすいということが明らかになった。筆者は
ダンスの楽しさは音楽に合わせ、リズムに乗って踊ること、自分を表現す
ることの両方の要素が必須であると考える。ダンスの男女共習必修化が施
行された今「現代的なリズムのダンス」「創作ダンス」のどちらを選択し
てもその両方が味わえる授業の内容を模索することは意義のあることであ
り、今回実践した創作ダンスの授業に学生の多くが楽しさを感じられたと
いうことは、これをもとに更なる授業の可能性、内容の充実をはかる第一
歩となったと言える。　
今後の課題
　今回は短い履修期間、単元の時間内に、ダンス初心者が創作ダンスの「楽
しさ」を味わうための活動内容を検討したが、この課程を経て次の段階で
はゼロから創り上げる、産みの苦しみを伴う「楽しさ」を体験させたい。
　今後の課題として、これに繋がる創作ダンスの指導、導きについて更な
る活動内容の充実をはかり、研究を進めていきたい。
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